



	プ
ロ
グ
ラ
ム

	日程
	時　 間
	テ　ー　マ
	講 師（敬称略）

	
	１２
月
６
日
（土）
	13:00～14:00
	発達精神病理学とは：総論
	杉山 登志郎

	
	
	14:10～15:10
	エピジェネティックス入門
	江川　 純

	
	
	15:20～16:40
	学校コホートから見えるもの
	辻井　正次

	
	
	16:50～17:50
	嵐の後先 ― 薬物依存と複雑性トラウマ
	上岡　陽江

	
	１２
月
７
日
（日）
	 9:00～10:10
	発達する脳と子ども虐待
	友田　明美

	
	
	10:20～11:30
	早期対応のコツ：発達精神病理学とDIRの立場から
	広瀬　宏之

	
	
	11:40～12:40
	非行臨床と発達精神病理学
	桝屋　二郎

	
	
	13:40～15:00
	発達精神病理学：ビッグデータと臨床経験から読み解く、周産期と思春期の意外な関係
	山下　 洋

	
	
	15:10～16:00
	シンポジウム
	出席講師全員



（講座№14208）





発達障害・専門講座８（福岡）





発達精神病理学 ～子どものこころの出世魚現象～























期　　日：２０１４年１２月 ６日（土）～ ７日（日）


受講対象：教育・医療・相談・福祉・保育の各機関・現場等で子どもにかかわる専門家の方々、


並びに大学生・大学院生など本テーマに関心のある方


定　　員：150名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受 講 料：11,000円（税込み）　※昼食は各自お手配ください


主　　催：公益財団法人 明治安田こころの健康財団　　TEL 03-3986-7021


会　　場：福岡商工会議所　3階　301会議室　


福岡市博多区博多駅前2丁目9-28  　 TEL 092-441-1110


JR博多駅から徒歩10分／地下鉄祇園駅（5番出口）より徒歩5分　 ※詳細地図は受講証に添付いたします





病因を特定しないことを前提としたDSM-III(1980)が登場して以来、現在の症状のみによって診断し治療を組むようになりました。児童精神科領域において、この様な臨床に問題があることは当初から指摘されて来ました。発達精神病理学は、これに異議を唱え、一人一人の子どもの発達に沿った臨床像の変化を追って行く科学です。


発達精神病理学の視点から様々な臨床を見直してみるというのが今回の講座のテーマです。講義を聴かれた方は、素因と環境因との複雑な絡み合いや、その先に初めて見えてくる「予防のための臨床」の成果に驚かれるのではないでしょうか。わが国で初めて取り上げられたテーマであり、受講をお勧めします。　　　　　　　　　 【浜松医科大学児童青年期精神医学講座　杉山　登志郎】











※ 時間割・テーマ等が変更となる場合がありますので予めご了承願います。





講 師 陣 ご 紹 介


ご企画＊＊＊杉山 登志郎　先生：浜松医科大学児童青年期精神医学講座  特任教授＊＊





江川　 純　先生：新潟大学研究推進機構超域学術院こころの発達医学分野　講師


辻井　正次 先生：中京大学現代社会学部　教授


上岡　陽江 先生：ダルク女性ハウス　代表


友田　明美 先生：福井大学子どものこころの発達研究センター/Age2企画　教授


広瀬　宏之 先生：横須賀市療育相談センター　所長


桝屋　二郎 先生：福島大学子どものメンタルヘルス支援事業推進室 特任教授


山下　 洋  先生：九州大学病院子どものこころの診療部　特任講師        （ご出講順）











